
経
営
上
の
問
題
に
発
展
し
う
る

マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策

　

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
や
国
際

的
な
テ
ロ
の
脅
威
が
増
す
な
か
、
犯

罪
・
テ
ロ
等
に
つ
な
が
る
資
金
を
断

つ
こ
と
は
、
わ
が
国
お
よ
び
国
際
社

会
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び

テ
ロ
資
金
供
与
（「
マ
ネ
ロ
ン
・
テ

ロ
資
金
供
与
」）
対
策
の
重
要
性
は

こ
れ
ま
で
に
な
く
高
ま
っ
て
い
る
。

　

諸
外
国
で
も
、
た
と
え
ば
米
国
で

は
、
国
外
で
外
国
金
融
機
関
が
行
っ

た
米
ド
ル
送
金
取
引
に
対
し
て
巨
額

の
制
裁
金
の
支
払
い
を
命
ず
る
事
例

が
み
ら
れ
る
な
ど
、
制
裁
金
の
高
額

化
・
広
範
化
が
進
ん
で
お
り
、
マ
ネ

ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
へ
の
国
際
的

な
目
線
の
高
ま
り
は
顕
著
で
あ
る
。

　

ま
た
、
当
局
に
よ
る
制
裁
金
以
外

に
も
、
十
分
な
態
勢
整
備
を
伴
わ
ず

に
行
っ
た
海
外
送
金
等
が
マ
ネ
ロ
ン

・
テ
ロ
資
金
供
与
に
利
用
さ
れ
た
こ

と
を
契
機
に
、
取
引
相
手
で
あ
る
コ

ル
レ
ス
契
約
先
金
融
機
関
か
ら
同
契

約
の
解
消
等
を
求
め
ら
れ
る
事
例
が

み
ら
れ
る
な
ど
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ

資
金
供
与
対
策
の
不
備
は
、
海
外
送

金
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
退
出
等
の

経
営
に
直
結
す
る
問
題
と
な
り
か
ね

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
急
速
な

進
展
に
よ
り
、
情
報
伝
達
・
金
融
取

引
等
の
容
易
性
・
即
時
性
が
一
段
と

高
ま
る
な
か
、
実
効
的
な
対
策
整
備

に
遅
れ
を
と
る
金
融
機
関
が
犯
罪
・

テ
ロ
集
団
等
か
ら
標
的
と
さ
れ
、
マ

ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
に
瞬
時
に

利
用
さ
れ
る
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
お

り
、
実
際
に
、
わ
が
国
の
金
融
機
関

が
犯
罪
集
団
等
の
大
規
模
な
不
正
に

利
用
さ
れ
た
事
例
も
生
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
金
融
機

金
融
庁
が
公
表
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
付
し
た
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び

テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）」（「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）」）
は
、金
融

機
関
の
実
効
的
な
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
構
築
を
促
す
た
め
、
リ
ス

ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
経
営
陣
の
関
与
、
他
の
リ
ス

ク
管
理
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
「
三
つ
の
防
衛
線
」
に
基
づ
く
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
３
線
管
理
）、グ

ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
金
融
機
関
へ
の
視
点
、
官
民
連
携
等
を
あ
げ
て
い
る
。
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関
の
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対

策
は
法
令
上
の
規
定
を
遵
守
し
て
い

る
か
否
か
と
い
う
問
題
に
と
ど
ま
ら

ず
、
広
く
経
営
上
の
問
題
に
発
展
し

う
る
リ
ス
ク
管
理
上
の
課
題
で
あ
り
、

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
金
融
機
関
に

お
い
て
フ
ォ
ワ
ー
ド
・
ル
ッ
キ
ン
グ

に
問
題
を
捉
え
対
応
を
進
め
る
こ
と

が
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
19
年
に
は
マ
ネ

ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
に
係
る
政
府

間
会
合
で
あ
る
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
（F

inan-
cial A

ction Task F
orce

：
金
融
活

動
作
業
部
会
）
が
、
わ
が
国
に
対
す

る
第
４
次
審
査
を
行
う
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
前
回
の
第
３
次
審
査

で
は
、
関
係
法
令
等
が
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
の

定
め
る
40
の
勧
告
に
沿
っ
た
か
た
ち

で
整
備
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
観
点

を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
を
受
け

た
が
、
第
４
次
審
査
で
は
、
関
係
当

局
お
よ
び
金
融
機
関
が
行
っ
て
い
る

マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
が

実
際
に
所
要
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る

か
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
有
効
性
」
の

観
点
か
ら
の
審
査
に
力
点
が
お
か
れ

る
見
込
み
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
審
査
は
、
当
局
・
金
融

機
関
を
含
む
わ
が
国
の
官
民
の
関
係

者
が
有
効
に
対
策
を
講
じ
て
い
る
状

況
を
説
得
的
に
示
し
、
国
際
的
な
信

認
を
得
る
一
つ
の
好
機
で
あ
り
、
官

民
あ
げ
てone voice

で
一
体
と
な
っ

て
、
わ
が
国
の
対
応
を
国
際
社
会
に

説
明
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は

従
来
の
手
法
と
ど
う
違
う
の
か

　

で
は
、
金
融
機
関
が
有
効
な
マ
ネ

ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
を
実
現

す
る
に
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
手
法
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
に
お
け
る
マ

ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
は
、

法
令
等
の
遵
守
を
と
く
に
重
視
し
、

と
り
わ
け
営
業
店
窓
口
に
お
け
る
実

務
対
応
を
念
頭
に
、
法
令
に
規
定
す

る
一
定
の
取
引
・
顧
客
に
つ
い
て
一

律
に
取
引
制
限
等
の
対
応
を
行
う
一

方
で
、
こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
取
引

・
顧
客
に
つ
い
て
は
、
取
引
背
景
に

照
ら
し
た
取
引
金
額
・
通
貨
等
の
内

容
を
考
慮
せ
ず
一
律
に
取
引
を
受
任

ま
た
は
謝
絶
す
る
な
ど
、
画
一
的
・

形
式
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が
中
心
と
な
り

が
ち
で
あ
っ
た
面
が
あ
る
。

　

ま
た
、
リ
ス
ク
を
認
め
た
取
引
へ

の
対
応
も
、
犯
罪
協
力
・
法
令
遵
守

の
観
点
か
ら
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出

を
提
出
す
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
後

の
継
続
的
な
顧
客
情
報
の
確
認
や
取

引
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
な
い

場
合
が
あ
る
な
ど
、
リ
ス
ク
の
高
低

に
応
じ
た
措
置
等
、
リ
ス
ク
管
理
の

観
点
か
ら
は
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
。

　

リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
か
な
い
画
一

的
・
形
式
的
な
チ
ェ
ッ
ク
は
、
た
と

え
ば
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば

機
械
的
に
謝
絶
を
行
う
、
ル
ー
ル
の

改
正
が
な
い
場
合
に
は
営
業
現
場
も

含
め
対
応
変
更
の
要
否
が
検
討
さ
れ

な
い
な
ど
、
と
も
す
れ
ば
硬
直
的
な

運
用
を
招
き
が
ち
で
あ
り
、
時
々
刻

々
と
変
化
す
る
犯
罪
・
テ
ロ
の
動
向

等
を
ふ
ま
え
な
が
ら
有
効
な
対
策
を

行
う
に
は
、
必
ず
し
も
適
さ
な
い
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
金
融
機
関

の
実
効
的
な
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金

供
与
対
策
の
構
築
の
た
め
に
は
、
ル

ー
ル
・
ベ
ー
ス
で
一
律
の
顧
客
・
取

引
へ
の
対
応
を
固
定
化
す
る
の
で
は

な
く
、
自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

変
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
進
展
、
犯
罪

・
テ
ロ
の
動
向
等
も
ふ
ま
え
、
自
ら

が
直
面
す
る
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金

供
与
リ
ス
ク
に
い
か
な
る
も
の
が
あ

り
、
リ
ス
ク
の
高
い
取
引
は
何
か
等

を
継
続
的
に
特
定
・
評
価
し
、
リ
ス

ク
に
見
合
っ
た
低
減
措
置
を
講
じ
る

こ
と
（
い
わ
ゆ
る
「
リ
ス
ク
ベ
ー
ス

・
ア
プ
ロ
ー
チ
」）
が
重
要
と
な
る
。

　

リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に

お
い
て
は
、
非
対
面
取
引
や
反
社
会

的
勢
力
等
の
法
令
等
で
想
定
さ
れ
て

い
る
個
別
の
取
引
や
顧
客
等
以
外
の

リ
ス
ク
も
含
め
、
自
ら
が
直
面
す
る

マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク

を
包
括
的
に
特
定
・
評
価
し
た
う
え

で
、
当
該
リ
ス
ク
の
高
低
に
応
じ
た

適
切
な
措
置
の
要
否
を
検
討
す
る
も

の
で
あ
り
、
個
々
の
取
引
等
の
額
・

態
様
・
属
性
等
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
、
追
加
の
分
析
・
調
査
等
も
必
要

に
応
じ
行
い
な
が
ら
、
リ
ス
ク
に
見

合
う
実
質
的
な
対
応
を
丁
寧
に
検
討

し
て
い
く
こ
と
が
カ
ギ
と
な
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

金
融
機
関
に
と
っ
て
も
特
定
・
評
価

し
た
リ
ス
ク
に
応
じ
柔
軟
な
対
応
を

行
う
こ
と
を
結
果
と
し
て
許
容
す
る

も
の
で
も
あ
り
、
従
来
型
の
対
応
に

よ
り
一
律
の
受
諾
・
謝
絶
等
を
行
う

の
と
比
べ
、
た
と
え
ば
営
業
現
場
等

に
お
け
る
負
担
を
増
や
す
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
を

公
表
し
た
狙
い

　

こ
う
し
た
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
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ロ
ー
チ
に
よ
る
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資

金
供
与
対
策
は
主
要
先
進
国
で
は
定

着
し
つ
つ
あ
り
、
前
記
の
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ

の
40
の
勧
告
で
も
、
第
１
の
勧
告
と

し
て
全
体
を
貫
く
基
本
原
則
と
な
っ

て
い
る
な
ど
、
国
際
的
に
み
て
標
準

的
な
手
法
と
な
っ
て
い
る
。

　

金
融
当
局
と
し
て
も
、
金
融
シ
ス

テ
ム
の
参
加
者
た
る
個
々
の
金
融
機

関
に
お
け
る
的
確
な
マ
ネ
ロ
ン
・
テ

ロ
資
金
供
与
対
策
の
実
施
等
を
通
じ

て
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
に

利
用
さ
れ
な
い
健
全
な
金
融
シ
ス
テ

ム
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
顧
客
や
取
引
の
態
様

等
に
応
じ
機
動
的
か
つ
実
効
的
な
対

応
を
実
施
し
て
い
く
リ
ス
ク
ベ
ー
ス

・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
施
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
金
融

庁
で
は
、
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ

ー
チ
の
内
容
等
を
明
ら
か
に
し
、
金

融
機
関
に
お
け
る
実
効
的
な
マ
ネ
ロ

ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
管
理
態

勢
の
構
築
を
促
す
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
案
）
を
公
表
し
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
に
付
し
て
い
る
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
に
お
い
て

は
、
金
融
機
関
に
お
け
る
リ
ス
ク
ベ

ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
マ
ネ

ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
の
特

定
・
評
価
・
低
減
に
係
る
措
置
の
内

容
の
ほ
か
、
こ
れ
を
実
効
的
な
も
の

と
す
る
た
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
グ
ル

ー
プ
ベ
ー
ス
の
管
理
態
勢
、
ま
た
、

わ
が
国
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
利

用
者
の
理
解
を
得
る
た
め
の
官
民
連

携
（
業
界
団
体
と
も
協
力
し
た
事
例

共
有
等
）
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
３
線
管
理
」
が

管
理
態
勢
構
築
の
カ
ギ
に

　

こ
う
し
た
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ

ロ
ー
チ
の
実
施
に
あ
た
り
、
金
融
機

関
の
経
営
者
に
は
、
ど
の
よ
う
な
関

与
・
対
応
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
に
お
け
る
マ

ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
が
、

前
記
の
と
お
り
、
ル
ー
ル
・
ベ
ー
ス

の
チ
ェ
ッ
ク
を
重
視
す
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
金
融
機

関
の
経
営
陣
の
な
か
に
は
、
と
も
す

れ
ば
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与

対
策
は
基
本
的
に
は
事
務
手
続
の
問

題
で
あ
っ
て
、
営
業
店
窓
口
や
本
部

の
事
務
部
門
の
み
が
対
処
す
れ
ば
よ

い
話
で
あ
る
と
い
っ
た
認
識
に
と
ど

ま
る
方
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

実
際
に
は
、
国
際
的
な
目
線
も
高

ま
る
な
か
、
金
融
機
関
に
お
け
る
マ

ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
が
、

広
く
経
営
上
の
問
題
に
発
展
し
う
る

リ
ス
ク
管
理
上
の
課
題
で
あ
る
こ
と

は
既
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
金
融
機

関
と
し
て
フ
ォ
ワ
ー
ド
・
ル
ッ
キ
ン

グ
な
対
応
を
進
め
て
い
く
に
は
、
経

営
陣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、

組
織
全
体
を
俯
瞰
し
た
経
営
の
目
線

に
よ
り
、
実
効
的
な
態
勢
の
構
築
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

と
く
に
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金

供
与
対
策
は
、
リ
ス
ク
管
理
・
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
等
の
管
理
部
門
に
お

け
る
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
シ
ス
テ

ム
・
国
際
部
門
や
営
業
部
門
等
を
含

め
た
組
織
横
断
的
な
対
応
を
必
要
と

し
、
対
応
能
力
の
あ
る
人
材
の
確
保

等
の
資
源
配
分
に
つ
い
て
も
検
討
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
経
営
陣
が
、
組
織

全
体
を
俯
瞰
し
た
実
効
的
な
管
理
態

勢
の
構
築
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

前
記
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
に
ま
た
が

る
営
業
・
管
理
等
の
金
融
機
関
の
機

能
を
い
か
に
効
果
的
に
整
理
し
、
態

勢
面
を
整
備
し
て
い
く
か
が
カ
ギ
と

な
る
。
金
融
機
関
の
業
務
実
態
等
に

応
じ
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
ろ
う
が
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
で
は
、
他
の

リ
ス
ク
管
理
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ

て
い
る
「
三
つ
の
防
衛
線
」（three 

lines of defense

）
に
基
づ
く
整
理

（
３
線
管
理
）
を
あ
げ
て
い
る
。

　

一
般
に
、
３
線
管
理
に
お
い
て
は
、

第
１
の
防
衛
線
（
第
１
線
）
で
あ
る

営
業
部
門
を
、
リ
ス
ク
管
理
上
も
リ

ス
ク
に
最
初
に
直
面
す
る
重
要
な
部

門
と
し
て
と
ら
え
、
自
ら
こ
れ
を
防

止
す
る
役
割
を
担
う
も
の
と
考
え
る
。

第
１
線
は
、
営
業
店
窓
口
等
で
顧
客

と
直
接
対
面
し
、
そ
の
際
に
リ
ス
ク

を
適
切
に
把
握
し
て
当
該
リ
ス
ク
に

見
合
っ
た
措
置
を
講
ず
る
等
、
金
融

機
関
を
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与

に
利
用
さ
せ
な
い
た
め
の
い
わ
ば
最

初
の
防
波
堤
と
し
て
、
マ
ネ
ロ
ン
・

テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
第
１
線
に
よ
る
適
切
な

対
応
を
確
保
す
る
た
め
、
対
策
の
整

備
・
周
知
、
研
修
等
の
機
会
の
提
供

や
、
相
談
対
応
等
の
サ
ポ
ー
ト
態
勢

の
構
築
を
担
う
の
は
、
第
２
の
防
衛

線
（
第
２
線
）
と
さ
れ
る
管
理
部
門

で
あ
る
。
第
１
線
に
よ
る
対
策
の
実

効
性
に
つ
き
、
一
歩
離
れ
た
視
点
で

監
視
す
る
役
割
も
第
２
線
の
重
要
な

役
割
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
シ
ス
テ

ム
を
用
い
た
監
視
の
実
効
性
確
認

（
シ
ナ
リ
オ
の
適
切
性
等
の
定
期
的
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な
検
証
等
）
や
、
人
材
の
確
保
・
育

成
等
も
論
点
と
な
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
第
１
線
・
第
２
線
に
対

し
、
第
３
の
防
衛
線
（
第
３
線
）
と

さ
れ
る
監
査
部
門
が
、
こ
れ
ら
か
ら

独
立
し
た
立
場
で
実
効
性
を
監
査
す

る
役
割
を
担
う
防
衛
線
の
い
わ
ば
最

後
の
砦
と
な
り
、
た
と
え
ば
デ
ー
タ

の
適
切
性
（
デ
ー
タ
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
）
を
含
む
対
策
の
全
般
を
確
認
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る

金
融
機
関
へ
の
視
点

　

海
外
に
も
幅
広
く
拠
点
を
有
し
、

国
際
的
に
業
務
を
展
開
す
る
金
融
機

関
は
、
多
様
な
顧
客
層
を
抱
え
、
ク

ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
も
多
い
ほ
か
、

海
外
の
法
規
制
に
直
接
服
し
て
お
り
、

と
く
に
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｓ
（
グ
ロ
ー

バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
金
融
機

関
）
等
に
あ
た
る
金
融
機
関
は
、
国

際
的
な
資
金
決
済
網
を
有
し
顧
客
に

幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
役
割
の
大
き
さ
に
照
ら

せ
ば
、
犯
罪
組
織
や
テ
ロ
集
団
に
利

用
さ
れ
た
場
合
の
国
際
的
な
金
融
シ

ス
テ
ム
の
健
全
性
に
与
え
る
影
響
も

当
然
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し

た
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
海
外
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｓ
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
等

も
十
分
参
考
と
し
な
が
ら
、
国
内
に

業
務
範
囲
が
と
ど
ま
る
金
融
機
関
と

比
べ
、
よ
り
目
線
の
高
い
堅
牢
な
態

勢
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
幅
広
い
地
域
に
拠

点
を
有
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
態
に
ま

た
が
る
子
会
社
等
を
有
す
る
グ
ル
ー

プ
と
し
て
、
海
外
拠
点
等
を
含
む
グ

ル
ー
プ
全
体
の
一
貫
し
た
方
針
を
策

定
し
、
傘
下
の
各
子
会
社
・
拠
点
等

が
グ
ル
ー
プ
と
し
て
整
合
的
か
つ
実

効
的
に
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与

対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
態
勢
構
築
に
あ

た
っ
て
は
、
各
海
外
子
会
社
・
拠
点

の
業
務
内
容
、
地
理
的
・
政
治
的
環

境
、
法
規
制
の
相
違
等
も
考
慮
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
こ
う
し
た
相
違

も
ふ
ま
え
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
と
し
て

の
リ
ス
ク
評
価
、
対
応
策
を
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

と
く
に
、
グ
ル
ー
プ
共
通
の
方
針

に
基
づ
い
て
各
海
外
子
会
社
・
拠
点

の
リ
ス
ク
評
価
を
行
う
に
は
、
グ
ル

ー
プ
と
し
て
の
デ
ー
タ
の
適
切
な
管

理
・
共
有
が
必
要
で
あ
り
、
情
報
保

護
法
制
の
相
違
等
に
も
配
慮
し
な
が

ら
、
的
確
な
デ
ー
タ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

利
用
者
の
理
解
を
得
る
べ
く

周
知
活
動
が
重
要
に

　

19
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｆ
Ａ
Ｔ

Ｆ
第
４
次
審
査
は
、
国
際
社
会
の
信

認
を
得
る
一
つ
の
好
機
で
あ
り
、
官

民
一
体
と
な
っ
てone voice

で
臨
む

必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
た
め
に
は
、

各
金
融
機
関
の
関
係
者
等
に
対
し
、

国
際
的
な
議
論
や
先
進
的
な
取
組
み

等
の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
る
。
ま
た
、
金
融
機
関

に
お
け
る
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供

与
対
策
を
具
体
的
に
進
め
て
い
く
た

め
に
も
、
参
考
と
な
る
事
例
等
の
情

報
共
有
は
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
金
融
当
局

と
し
て
は
、
従
前
以
上
に
関
係
省
庁

や
外
国
当
局
と
の
連
携
を
深
め
て
情

報
収
集
を
強
化
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

等
で
得
た
参
考
事
例
等
も
含
め
、
業

界
団
体
等
と
も
協
力
し
な
が
ら
金
融

機
関
と
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
く
。

　

最
後
に
な
る
が
、
金
融
機
関
が
的

確
な
対
応
を
行
う
に
は
、
広
く
国
民

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
リ
ス
ク
に
応

じ
た
柔
軟
な
措
置
を
許
容
す
る
リ
ス

ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
施
は
、

個
々
の
顧
客
の
利
便
を
一
律
に
損
な

う
も
の
で
な
い
こ
と
、
ま
た
、
や
む

を
え
ず
追
加
情
報
の
提
出
を
依
頼
す

る
等
の
手
続
が
生
じ
る
場
合
に
つ
い

て
も
、
安
全
で
利
便
性
が
高
い
金
融

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
利
用
す
る
た

め
に
必
要
な
措
置
で
あ
る
こ
と
を
、

幅
広
い
利
用
者
に
正
し
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
官
民
で
連
携
し
、
顧

客
の
利
便
へ
の
影
響
や
追
加
手
続
の

必
要
性
等
に
つ
き
利
用
者
の
理
解
を

得
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
利

用
し
て
よ
り
広
範
に
周
知
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

（
本
稿
に
お
い
て
意
見
に
わ
た
る
部
分

は
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
で
あ
り
、
所

属
す
る
組
織
の
見
解
を
示
す
も
の
で
は

な
い
。）

さ
さ
き
　
き
よ
た
か

83
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
、
大
蔵
省

入
省
。
金
融
監
督
庁
（
現
金
融
庁
）

検
査
局
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開

発
機
構
）、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基

金
）
を
経
て
、
05
年
証
券
取
引
等
監

視
委
員
会
事
務
局
特
別
調
査
課
長
、

07
年
同
総
務
課
長
。
10
年
金
融
庁
検

査
局
総
務
課
長
、
15
年
証
券
取
引
等

監
視
委
員
会
事
務
局
長
、
17
年
か
ら

現
職
。
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